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研究成果の概要（和文）：リポクオリティ領域の成果を日本脂質生化学会と連携したデータベースより公開し、
国内外に発信した。リピドミクス領域の標準作りにも貢献し、構造の命名法や実験法の書き方について国際的ガ
イドラインを策定した。若手研究者を育成するために国際連携コーディネータ室を設置し、技術研修のための海
外から国内拠点あるいはその逆の短期滞在（1～3ヶ月単位）の渡航支援を実施した。繰り越し年度を含む８年の
支援期間に技術研修を組みあわせた国際ワークショップを２回主催し、個別の技術研修を海外から国内に17名、
国内から海外に８名支援した。

研究成果の概要（英文）：In collaboration with the Japanese Conference of Biochemistry of Lipid, we 
published research data from the core laboratories in the LipoQuality consortium. We also 
contributed to the creation of standards in the field of lipidomics, and established international 
guidelines for the nomenclature of molecules and for the description
of experimental methods. We created the International Coordinator Office to foster young 
researchers, and provided travel support for short-term travels (from one to three months) from 
overseas to  domestic laboratories or vice versa for technical training. During the  8-year period 
of our support, including the carry-over years, we held two international workshops combined with 
technical training courses, and supported individual travels for 17 persons from overseas to Japan 
and 8 persons from Japan to overseas.

研究分野： 脂質生物学

キーワード： リピドミクス　国際連携　国際標準　データベース

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国際連携コーディネータ室が渡航支援した若手研究者はワークショップ参加者を含めると全体で40名を超えてお
り来訪元も10か国以上と多様である。本プログラムは単なる学会参加や口頭発表のみの渡航ではなく一定期間の
技術研修を支援した。若手人材の国際交流という点で通常の科研費では達成しにくい国際活動を長期にわたって
実現した。新型コロナウイルス感染症のためにおよそ3年間支援が中断されたものの海外の連携拠点と合同でワ
ークショップも開催し、国内脂質研究の成果を国外に発信でき、学術的な意義も十分に達成できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 質量分析計の技術発展に伴い、国内における脂質研究にも一斉分析や網羅的な分子同定を含

む新しい手法が定着してきた。そこで必要とされたのが様々な視点の脂質研究を横につな

いでコンソーシアム化する体制づくりである。米国では 2003 年より LipidMaps プロ

ジェクトが開始され、多くの情報をそのウェブサイト（http://www.lipidmaps.org/）

に集積してきた。さらに欧州とも連携して様々な国際活動を展開していた。日本は数多くの

優れた論文成果を出してはいるものの、教育的観点やオープンデータという観点から同様の活

動を国際的に展開する必要に迫られていた。 

  

２．研究の目的 

 本研究の目的として国内の研究データを公開するデータベースの構築と、国際的に連携した

技術研修制度に基づく人材育成プログラムの設置が効果的と考えられた。データベースの構築

そのものは新学術領域総括班が担うが、そのデータベースと国内外の機関連携（班員を含む）

は本研究で実施することとした。 

 公募班を含めた研究成果および知識を班員間で共有するため、データ共有に基づく共同研究

の促進も目的とした。そうして得られた研究成果、プロトコールは構築する脂質データベース

を通じて発信する。こうして脂質分子種の多様性およびその生物学的意義を国内外に発信する

のと同時に、国内脂質研究の基準または標準作成（高品質の成果やプロトコールのスタンダー

ド）に貢献することを最終目標とした。 

 

３．研究の方法 

 国内外の連携活動を支援する事務局として国際連携コーディネーター室（英名 Liaison 

Office、以下、国際連携室）を設置し、領域総括班に設置された 5種類 7拠点の研究支援セン

ター（(1)質量分析センター、(2)脂質イメージングセンター、(3)膜機能解析センター、(4)脂

質データベース、(5)臨床検体センター）と連絡をとりながら、領域の研究成果を国内外に普

及させることにした。また制度としては国内から海外拠点に行く際の派遣生制度も設置した。

また、総括班のデータベースセンターと連携して、リポクオリティ・脂質データベースを構築

する。これはスプレットシート形式で記録された脂質の生体サンプル、分子クラス情報、定量

値を元データとし、これに対してウェブ上のインターフェースから検索をかけて結果をグラフ

ィカルに表示するシステムである。構築するデータベースは領域終了後の持続性を考慮して、

日本脂質生化学会が管理・運営する LipidBank データベースの一部として作成することとし

た。 

国際連携室は脂質解析技術研修コースを策定し、研究交流を重点的におこなう海外の連携拠

点を通じて実験法及び情報共有のために人材派遣交流を実施することにした。技術研修コース

は計画班および公募班員の研究室を中心に 1～3 ヶ月単位の技術研修を目的とし、国際学会参

加や口頭発表のみの渡航は認めない方針とした（これは文部科学省による国際連携推進事業予

算の使途制限であった）。 

 目標とした国内脂質研究の基準および標準プロトコールづくりは国際交流を継続的におこな

うことで自然と収束してゆく。トップダウンではなく、そうしたボトムアップの過程により国

際的な基準または標準を定めていく方針とした。 



 

４．研究成果 

交流制度の成果としてシンガポール大学の SLING グループと連携体制を構築し、国際リピド

ミクス標準 Lipidomics Standards Initiative (LSI)のコンソーシアムに参加し、論文発表を

行なった。また、LIPIDMAPS ワーキンググループ（Babraham Institute, Cambridge, UK）に

参加し、国際的な脂質データベースとの連携・維持・発展について議論した。また、60th 

International Conference on Bioscience of Lipids (ICBL2019) を主催し、サテライトで国

際ワークショップを実施した。本ワークショップには８カ国から 12 名の若手研究者を日本に

招聘し，国内からも参加者を募り，計 34 名で活発な議論を行なった。総括班のデータベース

センターと連携して、リポクオリティ・脂質データベースを構築した。スプレットシート形式

で記録された脂質の生体サンプル、分子クラス情報、定量値をウェブページから検索してグラ

フィカルに表示するシステムを構築した。また、国際連携室にポスドクおよび技術補佐員を雇

用し、各年度に以下の人材交流事業を実施した。いずれも事後アンケートを実施し、渡航支援

体制へのフィードバックを実施した。支援対象の詳細は 、 

https://web.archive.org/web/20201102173529/https://sites.google.com/site/lipoquality

jpn/liaison-office に保存してある。また脂質実験プロトコールを含む領域ウェブサイト全

データおよびニュースレターは、領域成果 DVD にも収載した。 

 

年度 海外から国内 国内から海外  
2015 2 名 0 名 領域発足年度のため人数が少なめ 
2016 5 3 国内 5拠点に海外から技術研修を実施 
2017 4 5 シンガポール大学と国際連携を開始 
2018 3 0 次年度 ICBL 開催のために予算を繰越 
2019 14 0 国際会議 ICBL 東京開催にあわせワークショップ開催 
2020 0 0 新型コロナウイルス発生を受けて国際連携室閉鎖 
2021 1 0 国際連携室閉鎖のまま基金予算を繰越 
2022 0 7 シンガポール大学と国際ワークショップを開催 
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